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研究ノート

はじめに

　これまで英国の女性社会改良家オクタヴィア・
ヒルに思想的影響を与えた人物としてF.D.モーリ
スとジョン・ラスキンを挙げた 1 。本稿ではこの
続編として祖父トマス・サウスウッド・スミス博
士（Dr. Thomas Southwood Smith, 1788－1861）を
挙げる。ヒルは父親からの影響よりもこの祖父の
影響を受けているため、彼の人物像、活動および
ヒルへ与えた影響について紹介したい。

１ ．サウスウッド・スミスの略歴と活動

　サウスウッド・スミスは医師として、また当時｢
公衆衛生の父｣ 2 として著名な人物であった。サウ
スウッド・スミスは1778年にサマーセット（Smer-

set）に生まれ、厳格なカルヴァン主義の教育を受
けた 3 。しかしながらその教育が、多くの点にお
いて自らの期待した教義に反するという結論を出
した。｢サウスウッド・スミスの生涯は19世紀初頭
から60年間を含むが、彼はヴィクトリア時代の人
ではなかった。彼の思想と見解は啓蒙思想に基づ
いて創られ、形成された｣ 4 ことも彼の独特な思想
背景といえよう。彼はスコットランドのエディン
バラで医学を学び、その後ロンドン熱病専門病院
の医師として働いた。そこで患者と接することに
より、労働者の不衛生な生活環境から発生した伝
染病の実態に直面するのである。当時熱病の蔓延
は接触による増殖が原因との認識が広まっていた
が、サウスウッド・スミスは労働者が置かれた場
所における衛生条件の悪さに根本的な原因がある
ことを立証し、最終的に国会を納得させた 5 。
　サウスウッド・スミスは経済学者のトーマス・
トゥック（Thomas Tooke, 1774－1858） 6 、救貧法
や貧民収容施設における名声を得て、『大英帝国
おける労働者貧民の衛生状態にかんする報告書』

（The Sanitary Conditions of the Labouring Popula-

tion, 1842）を記したエドウィン・チャドウィック
（Sir Edwin Chadwick, 1800－1890） 7 と共に1832

年に下院が設置した委員の一人であった。彼は公
衆衛生と労働者の間で蔓延した伝染病に関する報
告書を作成しており、それらの報告書はロンドン
における公衆衛生の現状を把握する上で有効な書
類として扱われた。事実、フリードリッヒ・エン
ゲルス（Friedrich Engels, 1820－1895）も自身の著
書『 イギ リスに お け る 労 働 者 階 級 の 状 態 』
（1845）の中でサウスウッド・スミスの報告書を
引用して参考にしている 8 。また彼の伝記によると、
初期のWestminster Reviewに掲載された無記名の
公衆衛生を主題とする論文はサウスウッド・スミ
スによって書かれたものであると記されている 9 。

２ ．オクタヴィア・ヒルに与えた影響

　ヒル家は父親の破産によりウィズビーチから離
れることを余儀なくされ、家族も離散の危機に
陥った。そこでサウスウッド・スミスはヒル家に
財政面での援助を行い、ヒルは 5 歳から14歳まで
の 9 年間、サウスウッド・スミスの住まいに近い
フィンチリのハムステッドで暮らした。
　サウスウッド・スミスの人柄は｢公衆のために
つくす心、根気強さ、疲れを知らない活力、優し
い気質、党派的な対立による怒りを自分に許さず、
忍耐強さがあった。さらに、そのような平静で沈
着な気質は人々に安心感を与えるものであった｣10

と評されている。ヒルも類似する気質を持ち合わ
せていることから、彼の人間性から多くのことを
学び、継承したといえる。したがって、ヒルが社
会の矛盾（不義と不平等）に対して深い関心を
もった背景には、貧困者の人権擁護者としての祖
父の存在があるとともに、彼が都市と貧困層の衛
生を改善する方法を模索しながら活動していたこ
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とがあったといえる11。
　ヒルはサウスウッド・スミスの家を度々訪れ、
彼のもとで医学報告書や法律の抜粋を写す手伝い
を行なった12。その際にイギリス都市における貧
困の深刻さ、悲惨さを認識したと捉えることがで
きる。また彼女はサウスウッド・スミスと彼の友
人が集まる場にも参加しており、その交流から影
響を受けていたと考えられる13。サウスウッド・
スミスには著名な友人も多く、ロバート・オーエ
ンやジェレミ・ベンサム（Jeremy Bentham, 1748

－1832）14などがその一例として挙げられる。当時
彼のもとには彼の立場上、社会的に重要な人物が
一堂に会していた。この場での親交はその後のヒ
ルの広範囲にわたる人脈形成を決定づけるもので
あったと推測できる。またその機会に異なる思想
に触れたことはヒルにとって大きな財産となり、
彼女の生涯において重要な意味を占めるように
なったといえよう。

おわりに

　祖父の存在はヒルに人間関係および人と人とが
交流をもつことの重要性を認識する機会を与える
とともに、下層階級の貧困と伝染病に関する知識
を授けた。多くの人々との交流はその後のヒルの
活動において重要な役割を果たしている。先述の
医学報告書や法律の抜粋を写す手伝いについても、
この経験がロンドンに住むこととなり、実際に貧
困層の現状を目の当たりにし、その状況を改善し
ようと行った住宅改良における活動の一助となっ
たと推察できる。キリスト教信仰のもと、医学の
側面からも人々の救済に尽力したサウスウッド・
スミスの考えに学ぶことは多いといえよう。
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